
          

 

 

 

 

 

 

 

  平成２４年度「講座 考古学最前線」について 

 

石川県教育委員会では、石川県立美術館ホールを会場として「講座 考古学最前

線」を下記のとおり開催します。 

 

記  

１ 趣  旨  最新の考古学研究のテーマについて、第一線で活躍している研究者を

講師に招き、その研究成果をわかりやすく解説し、郷土の歴史と文化に

対する理解を深める一般向けの公開講座です。受講料無料・事前申込み

不要で、どなたでもお気軽に聴講できます。 

 

２ 日  時  平成２４年１１月１０日（土） 午後２時～午後４時３０分 

    関連報告  2:00～2:30 

    講    演  2:30～4:30 

３ 会  場  石川県立美術館ホール 

金沢市出羽町２－１  電話：０７６－２３１－７５８０ 

 

４ 講  演  「縄文人の植物資源利用に関する技術・作業空間について」             

   講師：山田 昌久（やまだ まさひさ） 

首都大学東京 大学院人文科学研究科教授(1953年  神奈川県出身) 

    ・縄文時代の遺跡からみつかる施設や器具がどのように使われてきた

のか、植物資源の処理方法や技術について、実験を通して説き明かす

「実験考古学」を展開(能登町 真脇遺跡でも実践中)し、人間社会の

起源を探りながら人と自然の今後を展望します。 

 

５ 関連報告  「石川県における縄文時代の木製品」 

(財) 石川県埋蔵文化財センター 布尾 和史（ぬのお かずふみ） 

６ 主 催   石川県教育委員会・(財)石川県埋蔵文化財センター 

 

７ 問い合わせ先      (財)石川県埋蔵文化財センター  

電話：０７６－２２９－４４７７ 

平成 24年 10月 16日 

石川県教育委員会事務局文化財課 

埋蔵文化財センター駐在 

担当者 藤田（ふじた） 

内 線 ６５４０ 

直 通 ２２９－４４７７ 
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平成24年11月10日㊏ 午後2時～ 4時 30 分

石川県立美術館ホール会場

主催

問い合わせ先

金沢市出羽町2-1　電話（076）231-7580

石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター

（財）石川県埋蔵文化財センター　普及啓発担当
金沢市中戸町18-1  電話（076）229-4477

受講無料・申込不要

◎石川県民大学校  開設講座◎

復元された環状木柱列（能登町 真脇遺跡）復元された環状木柱列（能登町 真脇遺跡）

どなたでも聴講できます
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